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平成２７年度 金沢大学の動物実験等の実施状況に関する点検及び評価について 

 

金沢大学では，動物実験委員会において平成２７年度の本学における動物実験等の実施状況などにつ

いて「研究機関等における動物実験等の実施に関する基本指針」（文部科学省告示第七十一号。以下「基

本指針」という。）及び「実験動物の飼養及び保管並びに苦痛の軽減に関する基準」（環境省告示第八十

八号。以下「飼養保管基準」という。）と適合しているかについて点検・評価を行いました。 

その結果，全体的には概ね基本指針及び飼養保管基準に適合していましたが，一部に改善の余地が認

められたところです。それらについては具体的な改善の方針を立てた上で，今後もさらなる動物実験の

適正化に向けて取り組んでまいります。 

 なお，点検項目及びその評価，また浮かび上がった主な課題とその改善の方針は以下のとおりです。 

 

【Ⅰ．規程及び体制等の整備状況】  

１．学内規程 

 学内規程は基本指針に適合している。 

 

２．動物実験委員会 

委員会は基本指針に適合している。 

 

３．動物実験の実施体制 

動物実験の実施体制が定められているが，一部に改善すべき点がある。 

申請の完全オンライン化・様式の見直しにより，平成 28 年度の実施体制は格段に改善されたが，新

様式への誤記入が散見されることから，様式に若干改善の余地がある。また，動物実験が少ない部局に

おける手続き等の周知が不十分に見受けられる。ついては，新たに導入された項目（間違いやすい項目

の補助説明，項目の選択肢化，記入欄の拡張など）を含め，次年度申請に向けて様式の改訂を進める。

また，動物実験が少ない部局への通知を行う際は，周知徹底するよう支援する。 

 

４．安全管理に注意を要する動物実験の実施体制 

該当する動物実験の実施体制が定められている。 

 

５．実験動物の飼養保管の体制 

 概ね良好であるが，一部に改善すべき点がある。 

昨年の自己点検対応後，実験室設置状況確認が更新されておらず，退職教員が責任者になっている施

設外実験室が散見される。ついては，新年度に毎年確認し，管理状況を適正にする。また，実験室設

置場所に部屋番号が無いものについては，再度特定の番号及び記号を確認する。 
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【II．実施状況】 

１．動物実験委員会 

基本指針に適合し，適正に機能している。 

 

２．動物実験の実施状況 

概ね良好であるが，一部に改善すべき点がある。 

計画書，報告書の提出期限超過については，督促体制及び手続の構造的改革により改善したが，実験

責任者の転出がある場合においては，適切な報告書の提出や引継ぎが滞る場合がある。ついては，実験

責任者の転出がある場合，実験の継続状況等の有無の把握及び，継続していた場合の対処を適切に行う

よう，学内への年度末通知時に周知徹底する。 

 

３．安全管理を要する動物実験の実施状況 

 該当する動物実験が適正に実施されている。 

 

４．実験動物の飼養保管状況 

基本指針や実験動物飼養保管基準に適合し，適正に実施されている。 

 

５．施設等の維持管理の状況 

基本指針や実験動物飼養保管基準に適合し，適正に維持管理されている。 

 

６．教育訓練の実施状況 

概ね良好であるが，一部に改善すべき点がある。 

2部構成の講習は，平成 26 年 11 月から開始し平成 28年 9月に行われた臨時講習を含め，現在まで合

計 21回実施しているが，文科省基本指針施行後に対応した前半 1部の講習未受講者が一部存在する。 

また，日本語での講習内容の理解が難しい外国人に対する配慮も不十分である。ついては，平成 28年 7

月末で，動物実験基礎講習 前半の受講履歴が確認できない者は，動物実験責任者の申請資格を停止し

たが，引き続き基礎講習開催通知時における受講義務化を個別に通知する。また，責任者でない実験従

事者未受講者への措置，及び，外国人対象の講習も検討し改善する。 

 

７．自己点検・評価，情報公開 

基本指針や実験動物飼養保管基準に適合し，適正に実施されている。
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平成 27年度 動物実験等に関する状況 

１．動物種別飼養総匹数（平成 28年 3月 31日時点） 

動物別飼養総匹数（平成 28 年 3 月 31 日時点） 

マウス ラット ﾊﾑｽﾀｰ ウサギ ﾓﾙﾓｯﾄ スンクス ブタ イヌ 
フェレッ

ト 
サル カメ 

41,000（30,000） 770（100） 4 91 16 17 3 10 12 6 13 

※マウス・ラットは二桁の概数表示；括弧書きは遺伝子組換え動物内数 
 

２．飼養保管施設・実験室の設置状況（平成 28年 3月 31日現在） 

□ 飼養保管施設：18施設 

 全学共用施設【括弧内は飼養動物種】 

・学際科学実験センター 実験動物研究施設（ハムスター・スンクス・カメ・以外） 

・学際科学実験センター 実験動物研究施設角間分室（マウス） 

・学際科学実験センター アイソトープ総合研究施設動物室（マウス・ラット） 

・学際科学実験センター 遺伝子研究施設感染動物室（マウス・ラット） 

 部局共用施設【括弧内は設置部局等；飼養動物種】 

・医学系動物飼育室 （医薬保健研究域医学系；マウス・ラット） 

・薬学系動物飼育室 （医薬保健研究域薬学系；マウス・ラット） 

・看護科学領域動物飼育室 （医薬保健研究域保健学系看護科学領域；マウス・ラット） 

・理学療法学動物室 （医薬保健学域保健学類理学療法学専攻；ラット） 

・がん進展制御研究所      （がん進展制御研究所；マウス） 

 研究室専用施設【括弧内は飼養動物種】 

・人間社会研究域人間科学系： 2施設（マウス・ラット・ハムスター・イモリ・カメ・キンギョ） 

・医薬保健研究域医学系：   3施設（マウス・ラット・スンクス・ウサギ） 

・医薬保健研究域薬学系：   2施設（マウス） 

・医薬保健研究域保健学系：  1施設（マウス） 

・理工研究域機械工学系：   1施設（マウス・ラット） 

□ 魚類または両生類のみを飼養する飼養保管施設：9施設【全て研究室専用】 

□ 飼養保管施設外実験室：66 室【部局等共用 4室，研究室専用 59室，その他 3室 】 

３．動物実験計画の申請・審査，届け出状況 

□ 審査対象計画数： 384 計画（375 課題） 

 承認計画：373 件；初年度計画 137 件(37%) 

 取り下げ：11 件（継続計画 0 件／新規計画 11 件） 

 次年度持ち越し：0 件 

 否承認：0 件 
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□ 届出 12 件（魚類 7 件，両生類 5 件） 

□ 予備審査/本審査による申請者への指導件数：187 課題 267 件 

□ 部局別計画件数（承認計画 373 件中） 

 医薬保健研究域：319 (86%) 

医学系：225 （60%，基礎系：49/臨床系：176），薬学系：31 (8%)，保健学系：37 (10%)， 

脳・肝インターフェースメディシン研究センター：18，子どものこころの発達研究センター：8， 

 がん進展制御研究所：24 (6%) 

 学際科学実験センター：15 (4%) 

 人間社会研究域：9 

 理工研究域：6 

 

□ 動物種別・痛みのカテゴリ別計画件数（承認計画 373 件中） 

 マウス ラット ウサギ ﾓﾙﾓｯﾄ ﾊﾑｽﾀｰ スンクス ブタ イヌ フェレット サル ニワトリ カメ 計 

Ⅰ 24 4 0 2 0 0 0 0 0 0 1 0 31 
Ⅱ 59 31 5 1 1 2 0 1 1 1 0 2 104 
Ⅲ 131 53 13 0 0 0 5 2 0 0 0 0 204 
Ⅳ 29 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 34 

計 
243 

(65%) 
93 

(25%) 
18 

(5%) 3 1 2 5 3 1 1 1 2 373 

 

□ 飼養保管施設別計画件数 

 学際セ・実験動物研究施設： 297（単独：208/併用：89） 

（併用施設） 角間分室：13，RI 動物室：19，医学系動物室：28，薬学系動物室：9， 

 看護科学領域動物飼育室：9，遺伝子研究施設感染動物室：7， 

 周術期管理学（麻酔科）動物室：6，薬理学研究室動物飼育室：5， 

 作業療法学動物室：1，理学療法学動物室：1，がん研動物飼育室：1， 

 学際セ・実験動物研究施設角間分室：26（単独：13/併用：13） 

 学際セ・アイソトープ総合研究施設動物室：20（単独：1/併用：19） 

 学際セ・遺伝子研究施設感染動物室：9（単独：2/併用：7） 

 部局共用： 医学系動物室：43（単独：16/併用：27） 薬学系動物飼育室：16（単独：7/併用：9） 

 看護科学領域動物飼育室：10（単独：1/併用：9） 

 研究室専用： 理学療法学動物室（専攻内共用）：13 バイオエンジニアリング動物飼育実験室：2 

 心理学動物飼育室：7 周術期管理学（麻酔科）動物室：6 

 保健実験動物飼育室：2 機能解剖学研究室：2 

 眼科学動物実験室：3 ワクチン・免疫科学動物実験室：1  

 作業療法学動物室：1 がん進展制御研究所動物飼育室：3 

 薬理学研究室動物飼育室：5 

 飼養保管施設を使用しない計画：5（保健学系：2，薬学系:1，理工研究域：2） 
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４．動物実験計画の動物種別使用総数 

マウス ラット ウサギ ﾓﾙﾓｯﾄ ﾊﾑｽﾀｰ スンクス ブタ イヌ フェレット サル ニワトリ カメ 計 

21,427 3,461 212 82 4 7 33 5 90 6 100 3 25,430 

５．飼養保管施設への実験動物導入匹数 

・国内の生産業者 マウス：17,272、ラット 3,068、ウサギ：252、モルモット：73、 
ハムスター：4、イヌ：10、ブタ：37 

・学外の研究機関 マウス：277、サル：5 
・国外研究機関等 マウス：52 
・自家繁殖にて生産 マウス：29,763、ラット：258、スンクス：35 
・その他（括弧内は移動元等） マウス：319（受精卵移植）、 

5,677（学内他施設からの移動）、 
ラット：33（学内他施設からの移動）、 

69（前年度からの継続飼育）、375、 
カエル：114（大内一夫許可第 0600022 号） 、 
フェレット：19（海外生産業者）、 
リクガメ：13（前年度からの継続飼育） 
 

６．教育訓練について 

・講習名称：金沢大学動物実験基礎講習 

・講習時間：2時間 20分 

・講師：学際科学実験センター・准教授 橋本憲佳/助教 神村栄吉 

・講習内容：動物実験関連法規制解説および動物実験概論 80 分，学内手続・基本作業解説 60分 

・受講者数：11回開催（春期定例 5回，臨時 6回），合計 298名 

（開催日：2015-4-14，2015-4-22，2015-5-7，2015-5-9，2015-5-21，2015-7-7，2015-9-18，2015-11-6， 

2016-1-13，2016-1-25，2016-2-23） 
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７．動物実験委員会委員構成について 

動物実験委員会規程区分 所属 専門分野 備考 
基本
指針
区分 

1号 人間社会研究域の教員 人間科学系 実験心理学  A 

1号 理工研究域の教員 自然システム学系 神経科学一般  A 

2号 
医薬保健研究域 
医学系の教員 

(同左) 神経化学・神経薬理学 委員長 A 

2号 
医薬保健研究域薬学系の
教員 

(同左) 分子生物学，細胞生物学  A 

2号 
医薬保健研究域保健学系
の教員 

(同左) 解剖学，看護学  A 

3号 
がん進展制御研究所 
の教員 

(同左) 実験病理学，病態医化学 獣医師 A 

4号 
実験動物学を専門 
とする教員 

学際科学実験セン
ター 

実験動物学，獣医学 獣医師 B 

5号 
微生物学を専門 
とする教員 

医薬保健研究域医
学系 

寄生虫学，衛生動物学  C 

6号 倫理を専門とする教員 
人間社会研究域 
学校教育系 

哲学・倫理学  C 

7号 法律を専門とする教員 
人間社会研究域 
法学系 

基礎法学，思想史  C 

8号 
金沢大学学際科学実験セ
ンター実験動物研究施設
長 

(同左) 実験動物学，生殖生物学  B 

9号 研究推進部研究推進課長 事務局   C 

10号 
その他学長が必要と 
認める教員 

医薬保健研究域 
医学系 

神経生理学・神経科学一般、
生理学一般 

委員長選出
部局の増員 

A 

10号 
その他学長が必要と 
認める教員 

学際科学実験セン
ター 

実験動物学 
実験動物 
1級技術者 

B 

基本指針区分： A 動物実験等に関して優れた識見を有する者， 

B 実験動物に関して優れた識見を有する者， 

C その他学識経験を有する者 
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I．規程及び体制等の整備状況 

 

１．学内規程 

１）評価結果 

■ 学内規程は基本指針に適合している。 

□ 基本指針に概ね適合しているが，一部に改善すべき点がある。 

□ 基本指針に適合していない，あるいは極めて不十分である。 

２）自己点検の対象とした資料 

・【資料１】金沢大学動物実験規程 

・【資料２】動物実験等に関わる飼養保管施設及び実験室の設置と運用に関する細則 

・【資料３】飼養保管施設ならびに施設外実験室の適正な管理・運用のための留意事項 

・【資料４】金沢大学動物実験委員会規程 

・【資料５】動物実験委員会申し合わせ事項等 

３）評価結果の判断理由 

学内規程は基本指針に適合している。 

 

４）改善の方針 

 該当なし 
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２．動物実験委員会 

１）評価結果 

■ 委員会は基本指針に適合している。 

□ 概ね基本指針に適合しているが，一部に改善すべき点がある。 

□ 基本指針に適合していない，あるいは極めて不十分である。 

２）自己点検の対象とした資料 

・【資料４】金沢大学動物実験委員会規程 

・【資料５】動物実験委員会申し合わせ事項等 

・【資料６】動物実験委員会委員名簿 

３）評価結果の判断理由 

動物実験委員会は基本指針に適合している。 

 

４）改善の方針 

 該当なし 
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３．動物実験の実施体制 

（動物実験計画書の立案，審査，承認，結果報告の実施体制が定められているか？） 

１）評価結果 

□ 基本指針に適合した，動物実験の実施体制が定められている。 

■ 動物実験の実施体制が定められているが，一部に改善すべき点がある。 

□ 動物実験の実施体制は極めて不十分である。 

２）自己点検の対象とした資料 

・【資料１】金沢大学動物実験規程 

・【資料４】金沢大学動物実験委員会規程 

・【資料５】動物実験委員会申し合わせ事項等 

・【資料７】各種様式等の「動物実験計画申請・届出オンラインフォーム下書き用紙」，「動物実

験計画書（様式２，様式３Ａ，様式３Ｂ，様式４）」，「動物実験実施報告書（様式１１）」，「動

物実験計画現況報告書（様式１５）」，「オンラインフォーム入力上の注意事項」，「動物実験計

画の申請及び実施結果の報告要領」 

３）評価結果の判断理由 

申請の完全オンライン化・様式の見直しにより，平成 28 年度の実施体制は格段に改善されたが，

新様式への誤記入が散見されることから，様式に若干改善の余地がある。また，動物実験が少ない

部局における手続き等の周知が不十分に見受けられる。 

 

４）改善の方針 

新たに導入された項目（間違いやすい項目の補助説明，項目の選択肢化，記入欄の拡張など）を

含め，次年度申請に向けて様式の改訂を進める。また，動物実験が少ない部局への通知を行う際は，

周知徹底するよう支援する。 
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４．安全管理に注意を要する動物実験の実施体制 

（遺伝子組換え動物実験，感染動物実験，物理的化学的に危険な動物実験，飼育環境の保全等の実

施体制が定められているか？） 

１）評価結果 

■ 該当する動物実験の実施体制が定められている。 

□ 該当する動物実験の実施体制が定められているが，一部に改善すべき点がある。 

□ 該当する動物実験の実施体制が定められていない，あるいは極めて不十分である。 

２）自己点検の対象とした資料 

・【資料１】金沢大学動物実験規程（第 7条第 4項，第 12条第 4項） 

・【資料２】動物実験等に関わる飼養保管施設及び実験室の設置と運用に関する細則 

 ・【資料１２】その他規程等 

 ・【資料１４】飼養保管施設一覧内の学際科学実験センター感染動物実験室（AF-013）マニュア

ル（感染動物実験において，「動物実験規程」第 12 条第 4 項に該当する管理者は，現在，「学際

科学実験センター感染動物実験室」の管理者のみ） 

３）評価結果の判断理由 

該当する動物実験の実施体制が定められている。 

 

４）改善の方針 

 該当なし 
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５．実験動物の飼養保管の体制 

（学内における実験動物の飼養保管施設が把握され，各施設に実験動物管理者が置かれている

か？） 

１）評価結果 

□ 基本指針や実験動物飼養保管基準に適合し，適正な飼養保管の体制である。 

■ 概ね良好であるが，一部に改善すべき点がある。 

□ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検の対象とした資料 

・【資料１】金沢大学動物実験規程 

・【資料２】動物実験等に関わる飼養保管施設及び実験室の設置と運用に関する細則 

・【資料３】飼養保管施設ならびに施設外実験室の適正な管理・運用のための留意事項 

・【資料５】動物実験委員会申し合わせ事項等 

・【資料７】各種様式等の「飼養保管施設設置（申請・届出）書（様式 8）」，「飼養保管施設利用

状況報告書（様式９）」，「飼養保管施設外実験室設置申請書（様式 10）」，「記載事項変更・廃止

届出書（様式 16）」，「飼養保管施設利用者教育訓練実施報告書（様式 17）」，「微生物モニタリン

グ検体送付票（様式 18）」，「飼養保管施設及び施設外実験室の設置並びに利用状況の報告，記載

事項の変更又は廃止に関わる様式等の記入要領」，「金沢大学における実験動物飼養保管施設・微

生物モニタリング実施要領」 

・【資料１４】飼養保管施設一覧 

３）評価結果の判断理由 

昨年の自己点検対応後，実験室設置状況確認が更新されておらず，退職教員が責任者になってい

る施設外実験室が散見される。 

４）改善の方針 

新年度に毎年確認し，管理状況を適正にする。また，実験室設置場所に部屋番号が無いものにつ

いては，再度特定の番号及び記号を確認する。  

 

 

６．その他（動物実験の実施体制において，以上に掲げた事項以外に特筆すべき取り組みがあれば

その点検・評価結果とあわせて記入してください） 

特になし 
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II．実施状況 

 

１．動物実験委員会 

（動物実験委員会は，学内規程に定めた機能を果たしているか？） 

１）評価結果 

■ 基本指針に適合し，適正に機能している。 

□ 概ね良好であるが，一部に改善すべき点がある。 

□ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検の対象とした資料 

・【資料１】金沢大学動物実験規程 

・【資料４】金沢大学動物実験委員会規程 

・【資料８】動物実験関係 

・【資料９】施設関係 

・【資料１１】動物実験委員会 

３）評価結果の判断理由 

動物実験委員会は基本指針に適合し，学内規定に定めた機能を果たしている。３８４計画を審査

し，３７３計画の動物実験計画を承認した。 

 

４）改善の方針 

 該当なし 
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２．動物実験の実施状況 

（動物実験計画書の立案，審査，承認，結果報告が実施されているか？） 

１）評価結果 

□ 基本指針に適合し，適正に動物実験が実施されている。 

■ 概ね良好であるが，一部に改善すべき点がある。 

□ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検の対象とした資料 

・【資料８】動物実験関係 

・【資料１１】動物実験委員会 

３）評価結果の判断理由 

計画書，報告書の提出期限超過については，督促体制及び手続の構造的改革により改善したが，

実験責任者の転出がある場合においては，適切な報告書の提出や引継ぎが滞る場合がある。 

 

４）改善の方針 

実験責任者の転出がある場合，実験の継続状況等の有無の把握及び，継続していた場合の対処を

適切に行うよう，学内への年度末通知時に周知徹底する。 
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３．安全管理を要する動物実験の実施状況 

（遺伝子組換え動物実験，感染動物実験，物理的化学的に危険な動物実験等が安全に実施されてい

るか？） 

１）評価結果 

■ 該当する動物実験が適正に実施されている。 

□ 概ね良好であるが，一部に改善すべき点がある。 

□ 多くの改善すべき問題がある。 

□ 該当する動物実験は，行われていない。 

２）自己点検の対象とした資料 

・【資料８】動物実験関係の「安全管理を要した動物実験」 

３）評価結果の判断理由 

安全管理を要する動物実験は適正に実施されている。 

 

４）改善の方針 

 該当なし 
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４．実験動物の飼養保管状況 

（実験動物管理者の活動は適切か？飼養保管は飼養保管手順書等により適正に実施されている

か？） 

１）評価結果 

■ 基本指針や実験動物飼養保管基準に適合し，適正に実施されている。 

□ 概ね良好であるが，一部に改善すべき点がある。 

□ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検の対象とした資料 

・【資料１４】飼養保管施設一覧内「利用状況報告書」及び「教育訓練の実施について」 

３）評価結果の判断理由 

実験動物の飼養保管状況は，基本方針や飼養保管基準に適合し，適性に実施されている。 

 

４）改善の方針 

 該当なし 
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５．施設等の維持管理の状況 

（学内の飼養保管施設は適正な維持管理が実施されているか？修理等の必要な施設や設備に，改善

計画は立てられているか？） 

１）評価結果 

■ 基本指針や実験動物飼養保管基準に適合し，適正に維持管理されている。 

□ 概ね良好であるが，一部に改善すべき点がある。 

□ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検の対象とした資料 

・【資料１４】飼養保管施設一覧内「利用状況報告書」 

３）評価結果の判断理由 

学内の飼養保管施設は，基本指針に適合し，適性な維持管理が実施されている。 

 

４）改善の方針 

 該当なし 
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６．教育訓練の実施状況 

（実験動物管理者，動物実験実施者，飼養者等に対する教育訓練を実施しているか？） 

１）評価結果 

□ 基本指針や実験動物飼養保管基準に適合し，適正に実施されている。 

■ 概ね良好であるが，一部に改善すべき点がある。 

□ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検の対象とした資料 

 ・【資料１０】教育訓練関係 

・【資料１４】飼養保管施設一覧内「教育訓練の実施について」 

３）評価結果の判断理由 

2 部構成の講習は，平成 26 年 11 月から開始し平成 28 年 9 月に行われた臨時講習を含め，現在

まで合計 21 回実施しているが，文科省基本指針施行後に対応した前半 1 部の講習未受講者が一部

存在する。 

また，日本語での講習内容の理解が難しい外国人に対する配慮も不十分である。 

４）改善の方針 

平成 28年 7月末で，動物実験基礎講習 前半の受講履歴が確認できない者は，動物実験責任者の

申請資格を停止したが，引き続き基礎講習開催通知時における受講義務化を個別に通知する。 

また，責任者でない実験従事者未受講者への措置，及び，外国人対象の講習も検討し改善する。 
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７．自己点検・評価、情報公開 

（基本指針への適合性に関する自己点検・評価、関連事項の情報公開を実施しているか？） 

１）評価結果 

■ 基本指針や実験動物飼養保管基準に適合し，適正に実施されている。 

□ 概ね良好であるが，一部に改善すべき点がある。 

□ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検の対象とした資料 

 ・【資料１３】自己・点検評価，情報公開 

３）評価結果の判断理由 

自己点検•評価及び情報公開は，基本指針に適合し適性に実施されている。 

 

４）改善の方針 

該当なし 
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８．その他 

（以上の点検事項以外に，動物実験の実施状況において特筆すべき点検・評価事項があればその結

果とあわせて記入してください。） 

特になし 

 

 

 


